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第 1 表
倫理観 家掃除 子 供 個人衛生 教 4』" 
「今日、過剰 「住居清掃は毎週 「子供もは生活 「だれでも体使
会「へ私行は毎くJ日教なセックスの 3固 され で最重視さ 臭うべ除去き剤を強調がある」 るべきだJ れるJ だ」
イギリス 82 59 57 71 36 
イタリア 79 86 84 69 75 
イギリス系カナダ 69 ／ 56 77 44 
フランス系カナダ 52 ／ 84 81 73 
米 国 66 25 71 89 65 
フランス 52 55 73 59 23 
西 独 24 45 86 ／ 70 
オー ストラリア 31 33 48 53 16 
デンマーク ／ ／ 74 ／ ／ 
ス Jてイン ／ 53 67 ／ 7 
南アフリカ 52 ／ 53 ／ ／ 
（数字はカッコの質問項目に賛成した回答者の百分比を示す。）
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取り上げたのはPeterson=Jolibertで、ある。（27> Green= Cunningham= Cunni 
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して， Engled ow= Thorelli =Beckerの製品テスト誌の購読者についての交差
文化的調査をあげることができる。（お）この調査の当初の目的は，インデイ
アナ大学の国際消費者情報サーベイの一環としてアメリカのコンスーマー・
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